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論文の内容の要旨

　始源的な炭素質コンドライト唄石では主要構成成分であるコンドリュール又はCAI（Ca，A1－rich　Inc1usion）

同士の複合物は数多く知られていたが，コンドリュールとCAI間の複合物は永らく発見されなかった。しかし

Ca，A1－richなコンドリュールにはCA1物質が混入したという報告や，また内部にCAI起源と思われるスピネル粒

子を含んだコンドリュールが最近発見された事から，コンドリュールとCA互の相互関係は従来の報告以上に緊密

である可能性があるが，両者の関係には未だ不明な点が多い。本研究ではアエンデ蹟石中に見出した内部に粗粒

のスピネル（MlgA1204）を含む数個のコンドリュールについて研究し，コンドリュールとCA1の相互関係と形成

過程を推定した。

　サンプル名A1－2b－1コンドリュールは粗粒のスピネルを！個含んでいる。このスピネルの縁には幅数10岬の

Fe，C。一。ichな領域が存在する。このri肌形成に関するFeとC。元素の拡散速度の解析からは，Fe元素はコンド

リュール形成時の温度条件でメルトからスピネル内部に浸透できるがCr元素の浸透は不可能であり，Fe，

Cr－rich　ri㎜はスピネルの晶出時のo．ergrowthであると推定された。鉱物起源の解析の鍵である酸素同位体組成

分析では，A1－2b－1スピネルと，その近傍のカンラン石の酸素同位体組成は差がなく，しかもCAIに含まれるス

ピネルの酸素同位体組成よりも160－poorであった。従ってこのスピネルはCA1起源のrelict　phaseでなく，コン

ドリュール形成時にカンラン石と共に結晶化したprimary　phaseであると結論された。

　サンプル名CDL．1コンドリュールは雪だるま状の複合コンドリュールである。先に固結していたpri㎜ary

sphereはカンラン石・コンドリュールで，後から付着したsecondary　sphereはPOIと呼ばれる特殊なコンド

リュールの一種であった。secondary　sphereは主に輝石やアノーサイト，ネフェリンから構成されており，アノー

サイト内部には少量のカンラン石とスピネルが存在する。このスピネルは外部からの熱によって溶解した事を示

唆する凹凸の輪郭を持っており，この形状はスピネルがsecondary　sphereの前駆物質のメルトと反応した結果，

形成されたと推定される。

　secondary　sphere申と他のCAI中のスピネルの酸素同位体組成は類似している。secondary　sphere申とprimary

sphere申のカンラン石や輝石の酸素同位体組成は類似するが，共存するスピネルの酸素同位体組成とは全く異

なっている。従ってsecondary　sphere申のスピネルはCAI起源のre1ict　phaseといえる。

　secondary　sphereに含まれるアノーサイトとネフェリンは他のCAI申の鉱物の酸素同位体組成と類似する。そ

してsecondary　sphereのネフェリンは，アノーサイトと太陽星雲ガスが反応した二次変質鉱物である可能性があ
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り，このことからは星雲ガスの酸素同位体組成はCA工に含まれる鉱物の酸素同位体比率に類似した組成を持って

いたことが推論できる。

　secondary　sphereは，その固結と二次変質の間，周囲の太陽星雲ガスと平衡を保っており，構成鉱物の酸素同

位体組成は各々の鉱物の形成時に平衡を保っていた太陽星雲ガスの酸素同位体組成を反映していると推定され

る。secondary　sphere内部に含まれる融け残りのスピネルは粗粒CAI起源と推定されるが，この粗粒CAIはコン

ドリュール形成以前に衝突によって破砕され，その破片がコンドリュール前駆物質に混入した後にコンドリュー

ル形成現象が起きたものと考えられる。このことから原始惑星円盤内部では物質のリサイクルがしばしば行なわ

れていた事が推定された。

審査の結果の要旨

　本論文は，スピネルを内部に含んだCAI複合コンドリュールの詳細な研究から，唄石申のスピネルにはCAIを

起源とするre1ict　phaseとコンドリュール形成時に晶出したpri㎜ary　phaseの2種があることを証明し，CAIに含

まれる鉱物の酸素同位体組成は星雲ガスの酸素同位体組成を反映していた事を推論している。また時問的空問的

に隔離されて生成したと考えられていたコンドリュールとCAIが相互に反応しあう環境が初期太陽系に存在した

という新しい考えを提供した。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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